
令和７（２０２５）年度 

 

名桜大学大学院 

スポーツ健康科学研究科（修士課程） 

入学試験問題（追加募集試験） 

 

 

 

 

【筆記試験（専門）】 
 

 

試 験 日： 2025 年 3 月 12 日（水） 

試験時間： 10 時 50 分～11 時 50 分 

 

注意事項 

 

１．試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけません。 

２．解答時間は、60 分です。 

３．受験番号を解答用紙の所定の欄に、必ず記入してください。 

４．解答はすべて解答用紙の所定の欄に横書きで記入してください。 

５．解答用紙の他に、下書き用紙を配付するので取り違えないように注意してください。 

６．問題冊子、下書き用紙は、持ち帰ってください。 

 

 



令和 7（2025）年度 大学院スポーツ健康科学研究科 

筆記試験（専門）問題用紙 

 

問題 下記より 1問選択し、800 字程度で論じなさい。 

解答用紙の【 】の中に選択した問題番号を記入しなさい。 

 

 

1.  家庭の経済状況や地域の環境などによって、子供達が運動を行う機会に

不平等が生じる「スポーツ格差」の問題がある。経済的に恵まれない家庭

の子供達は、運動能力や体力の向上に必要な機会を得ることが難しい現状

がある。「スポーツ格差」にいかにしてアプローチするべきか、もしくはす

るべきでないかを論じなさい。 

 

 

2.  スポーツ科学における計測技術（生体情報計測（心拍数、血圧、体温、

酸素摂取量など）、動作解析、遺伝子解析など）の応用について、以下の項

目を含めて論述してください。 

 各計測技術の原理と応用例 

 計測データを用いたスポーツパフォーマンス向上への貢献 

 計測技術の利用における倫理的課題と法的規制 

 

 

3.  新型コロナウイルス感染症の流行を経て、健康への意識が高まる一方

で、運動不足やメンタルヘルスの悪化が社会的問題となっている。AI など

デジタル技術の進歩や生活様式の変化を踏まえ、これからの時代に適した

効果的な健康増進策をどのように構築すべきなのか。個人と社会の両面か

ら、具体的な提案を交えて論ぜよ。 


